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阪弁裕一

英国SLE社製のSLE2000Neonatal Ventilatorは、

トリガ一機構を有する新生児用人工呼吸器である。

いわゆるPatientTriggered Ventilation C円V)や

SIMVが、果して新生児において従来の調節呼吸や

IMVよりも優れているかどうかは、現在盛んに研究が

行われているところであるが、 SLE2000のような人工

呼吸器を用いると、少なくとも成熟新生児に対しては

門VやSIMVが可能な時代になったと言えよう。

SLE2000が他の新時代の新生児用人工呼吸器と著し

く異なる点は、呼気弁を使用せずに呼気側からの

ジェットCPneumaticPiston)を使って最大吸気圧や

PEEPを作っていることである(図)。回路内には5e1分

の定常流が流れており、回路の吸気側の末端(気道

内圧測定部位の手前)に抵抗が入っている。従って

自発吸気の流速が5e1分を越えた場合は、呼気側の

回路内のガスを吸うことになる。すなわち、呼気側

回路全体がリザーパーとなっている。このように、

弁の無い回路と呼気側からのジェットを使用するこ

とにより、 5e1分の定常流で陽圧換気と自発呼吸の

両方に対処しているのである。
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トリガーの方式は、口元の圧の低下する速度を感

知する一種の「圧トリガーJであるが、それ故

sensi ti vi tyのダイヤルはアナログスケールである。

-1cmH20や -0.5cmH20といったデジタルスケールに

慣れている目には、設定したsensiti vityの程度の

イメー ゾが湧かないきらいがある。もっとも臨床上

は圧の数字ではなく患児の吸気努力を実際に感知す

るレベルを目安にしてsensitivityを設定するのであ

るから、ダイヤルがアナログでもデジタルでも変わ

りはないはずである。応答時聞は40田sec.といわれて

いるが、実際に使用してみて少なくとも成熟新生児

においては充分使えるレベルである、という印象を

持った。SLE2000のトリガーのもう一つの特徴は、

回路の吸気側末端に抵抗があるため、トリガ一機構

が吸気側回路の振動の影響を受けにくいことである。

吸気信号の小さい新生児では、 sensitivityをできる

だけ鋭敏なレベルに設定したいが、それ故ノイズに

よるauto-cyclingを起こしやすくなり、ジレンマに

悩むこととなる。抵抗を組み入れた回路は、これを

解決するための優れたアイデアと言えよう。

このようにハードウエアには種々の斬新な点が見

られるが、この機構により新生児で可能になったPTV

そのものは、吸気圧、吸気時聞を決めたassist

ventilationであり、必ずしも新しい換気モードと言

うべきものではない。私にとってSLE2000の魅力は、

PTVが可能であるということよりも、その独特の機構

を生かしたSIMVやCPAPが恐らく従来の定常流、呼気

弁方式よりも優れているであろうという期待にある。

従来の機種に比べても使用法は簡便で、機械も理解

しやすいので、呼吸療法士のいない日本のNICUの現

場でも充分使いこなせる、新世代の新生児用人工呼

吸器である。
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時代はより快適な自発呼吸の補助を求めています

承認番号 58輸第60号

あのPTVモード(患者トリガー換気)が
オプションなしの低価格で実現しました。

・極めて速いレスポンス時間で、呼吸仕事量の大幅軽減をはかりました0

・呼気弁、ダイアフラム機構が取り除かれているため(Valveless)呼吸
抵抗が少ない上、メンテナンス面においても優れています。

.CMV、PTV、SIMV、CPAPのモードが可能。

吸気圧波形も、矩形波、漸増波の2種類から選ぷことができます。
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